
【
抄
録
】

近
世
の
日
吉
神
事
能
は
、
日
吉
社
（
現
日
吉
大
社
）
の
上
七
社
の
十
禅
師
（
現

樹
下
神
社
）
で
行
わ
れ
た
神
事
能
で
あ
る
。
毎
年
正
月
六
日
、
十
禅
師
で
「
翁
」

と
六
番
の
能
・
狂
言
が
奉
納
さ
れ
て
い
た
。

本
稿
で
は
、
山
門
公
人
景
山
家
に
伝
来
し
た
『
観
世
改
正
神
哥

仝
』
に
記
載

さ
れ
た
翁
詞
章
と
、
他
の
観
世
流
の
翁
詞
章
と
の
比
較
検
討
を
通
し
て
、
近
世
の

日
吉
神
事
能
に
お
け
る
日
吉
の
翁
の
復
元
を
お
こ
な
っ
た
。

こ
の
結
果
、
近
世
の
日
吉
の
翁
は
、
現
行
の
直
面
の
一
人
翁
で
は
な
く
、
千
歳

・
三
番
叟
・
面
箱
持
を
伴
っ
て
い
た
こ
と
を
実
証
し
た
。
当
然
、
千
歳
の
詞
章
も

あ
り
、
面
箱
を
伴
っ
た
翁
面
を
着
け
た
本
格
的
な
翁
で
あ
っ
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド：

日
吉
社
、
神
事
能
、
翁
、
翁
詞
章
、
片
山
九
郎
右
衛
門

は
じ
め
に

近
世
の
日
吉
神
事
能
は
、
近
江
国
滋
賀
郡
坂
本
（
現
滋
賀
県
大
津
市
坂
本
）
に

鎮
座
す
る
日
吉
社
の
十
禅
師
で
行
わ
れ
た
神
事
能
で
あ
る
。
近
世
の
日
吉
社
は
、

境
内
の
一
番
西
側
に
鎮
座
す
る
大
宮
（
現
西
本
宮
）、
そ
こ
か
ら
順
次
東
へ
向
っ

て
、
聖
真
子
（
現
宇
佐
宮
）・
客
人
（
現
白
山
姫
神
社
）・
三
宮
（
現
三
宮
）・
八

王
子
（
現
牛
尾
宮
）・
十
禅
師
・
二
宮
（
現
東
本
宮
）
の
六
社
が
そ
れ
ぞ
れ
鎮
座

し
、
こ
れ
が
日
吉
社
の
上
七
社
と
さ
れ
、
こ
の
ほ
か
に
中
七
社
と
下
七
社
が
あ

（
�
）
る
。

（
�
）

日
吉
神
事
能
は
、
中
世
以
降
の
伝
統
が
あ
り
、
近
世
で
は
毎
年
正
月
六
日
に
行

（
�
）

わ
れ
、
十
禅
師
で
「
翁
」
と
六
番
の
能
・
狂
言
が
行
わ
れ
て
い
た
。
神
事
能
は
明

治
期
に
一
時
途
絶
す
る
も
の
の
、
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
に
「
大
戸
開
神

（
�
）

事
」
と
併
せ
て
再
興
さ
れ
、
現
在
も
そ
の
形
で
奉
納
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
近
世
期
の
日
吉
神
事
能
に
つ
い
て
は
、
橋
本
初
子
氏
に
よ
る
史
料
紹

（
�
）

介
や
、
宮
本
圭
造
氏
の
近
世
の
日
吉
神
事
能
に
勤
仕
す
る
能
役
者
の
変
遷
を
中
心

（
�
）

と
し
た
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。

現
在
、
筆
者
は
、
日
吉
社
の
祭
礼
の
近
世
的
な
展
開
に
つ
い
て
、
比
叡
山
延
暦

寺
の
寺
務
方
の
史
料
を
踏
ま
え
て
研
究
を
進
め
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
そ
の
一

近
世
日
吉
神
事
能
の
復
元
的
研
究

│
│
翁
詞
章
を
中
心
と
し
て
│
│

池

田

晶



環
と
し
て
翁
詞
章
の
検
討
を
通
し
て
、
近
世
の
日
吉
神
事
能
の
復
元
的
研
究
を
お

こ
な
い
た
い
。

一

日
吉
神
事
能

日
吉
神
事
能
は
、
室
町
時
代
、
世
阿
弥
の
子
息
元
能
が
筆
録
し
た
『
申
楽
談

（
�
）

儀
』
に
も
記
さ
れ
、
毎
年
正
月
に
日
吉
社
で
行
わ
れ
る
神
事
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
織
田
信
長
の
比
叡
山
焼
き
討
ち
で
日
吉
社
も
被
災
し
、

日
吉
神
事
能
も
途
絶
す
る
が
、
豊
臣
・
徳
川
政
権
に
よ
る
山
門
領
の
安
堵
に
よ
り

（
�
）

日
吉
社
の
経
済
的
基
盤
が
確
立
し
、
神
事
能
も
再
興
さ
れ
た
。

再
興
後
の
神
事
能
の
初
見
は
、『
日
次
記
』
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
正
月
六

（
�
）

日
条
の
「
日
吉
神
事
能
有
之
、
大
夫
�
番
付
越
レ

申
候
」
で
あ
る
。

神
事
能
は
、
比
叡
山
の
天
台
座
主
の
も
と
で
寺
務
を
統
括
し
た
東
塔
・
西
塔
・

横
川
の
三
塔
の
執
行
代
が
、
上
下
坂
本
に
居
住
す
る
年
寄
を
指
揮
し
執
り
行
っ
て

（

）

い
た
。

近
世
期
の
日
吉
神
事
能
に
参
勤
し
た
能
役
者
の
歴
史
的
経
緯
に
つ
い
て
、
宮
本

（

）

圭
造
氏
が
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

第
一
期

お
お
む
ね
室
町
か
ら
戦
国
時
代
、
近
江
猿
楽
が
神
事
能
に
参
勤

第
二
期

江
戸
前
期
、
近
江
猿
楽
と
の
関
係
は
不
明
な
が
ら
、
日
吉
姓
を
名

乗
る
能
大
夫
が
参
勤

第
三
期

江
戸
中
期
以
降
、
京
都
住
の
能
大
夫
が
参
勤

第
三
期
に
お
い
て
は
、
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
か
ら
京
都
の
観
世
流
片
山

九
郎
右
衛
門
が
参
勤
し
は
じ
め
、
明
治
維
新
後
の
一
時
的
な
途
絶
な
ど
を
除
い
て

（

）

は
、
継
続
的
に
片
山
家
が
神
事
能
を
奉
納
し
て
い
る
。

こ
こ
で
現
行
の
日
吉
神
事
能
の
次
第
を
み
て
い
き
た
い
。
現
行
で
は
、
毎
年
正

月
元
旦
に
日
吉
大
社
の
西
本
宮
で
午
前
五
時
か
ら
、
東
本
宮
で
午
前
六
時
か
ら
行

わ
れ
て
い
る
。

現
行
の
日
吉
神
事
能
の
「
翁
」
は
、「
日
吉
の
翁
」・「
日
吉
式
の
翁
」・「
日
吉

の
一
人
翁
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
が
、
本
稿
で
は
、「
日
吉
の
翁
」
の
呼
称
を
用
い

る
。日

吉
大
社
の
西
本
宮
で
奉
納
さ
れ
る
「
翁
」
は
、
片
山
九
郎
右
衛
門
が
翁
面
を

着
け
ず
に
直
面
で
お
こ
な
い
、「
鳴
る
ハ
瀧
の
水
」
以
下
の
千
歳
の
詞
章
を
省
略

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
現
行
の
日
吉
の
翁
に
千
歳
が
伴
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
当

然
の
こ
と
と
言
え
る
。
西
本
宮
で
の
神
事
終
了
後
、
東
本
宮
拝
殿
で
『
高
砂
』
の

一
節
「
四
海
波
」
が
奉
納
さ
れ
、
神
事
は
終
了
と
な
る
。

日
吉
神
事
能
を
研
究
す
る
に
あ
た
り
、
現
行
の
日
吉
の
翁
の
成
立
過
程
が
大
き

な
課
題
で
あ
る
こ
と
は
、
宮
本
氏
も
「
現
行
の
《
日
吉
式
》
の
《
翁
》
の
形
態

が
、
い
つ
頃
、
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
か
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
が
、
あ
ま
り
判

（

）

然
と
し
な
い
。」
と
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二

景
山
家
旧
蔵
文
書
『
観
世
改
正
神
哥

仝
』
の
翁
詞
章

大
津
市
歴
史
博
物
館
に
は
、
近
世
期
、
山
門
公
人
景
山
家
に
伝
来
し
た
文
書
群

が
所
蔵
さ
れ
、
そ
の
な
か
に
『
観
世
改
正
神
哥

仝
』
と
題
す
る
一
冊
が
伝
え
ら

（

）

れ
て
い
る
。
こ
の
文
書
は
横
半
帳
で
、
三
丁
に
仕
立
て
ら
れ
、
翁
詞
章
が
収
め
ら

れ
て
い
る
。

佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要

第
二
十
七
号
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文
書
の
冒
頭
に
は
「
翁
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
続
い
て
詞
章
が
記
さ
れ
て
い
る
。

詞
章
の
部
分
は
、
他
の
翁
詞
章
と
共
に
後
掲
の
《
日
吉
の
翁
並
び
に
観
世
流
翁
詞

章
の
比
較
一
覧
》
に
掲
載
し
て
い
る
の
で
こ
こ
で
は
割
愛
し
た
。

詞
章
に
続
い
て
「
神
哥
一
義
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

神
哥
一
義

引
合
片
山
九
郎
右
衛
門

右
神
哥
此
度
日
吉
御
能
出
勤
依
之
社
司
古
伝
来
之
通
可
上
聞
達
者
哉
、
附
他

見
他
言
な
と
取
扱
仕
間
敷
候
事
而
已
畢

河
村
由
右
衛
門

友
信
（
花
押
）

影
山
常
陸
殿

本
文
書
は
、
河
村
由
右
衛
門
友
信
か
ら
景
山
常
陸
に
宛
て
ら
れ
た
文
書
で
、
本

文
に
記
載
さ
れ
た
詞
章
が
日
吉
の
翁
の
詞
章
で
あ
る
こ
と
は
、
第
一
行
目
に

「
翁
」
と
あ
り
、
文
末
の
「
右
神
哥
此
度
日
吉
御
能
出
勤
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
明

ら
か
で
あ
る
。
景
山
常
陸
は
、
上
坂
本
に
居
住
し
た
比
叡
山
東
塔
北
谷
惣
持
坊
に

属
す
る
山
門
公
人
で
あ
る
。
山
門
公
人
は
延
暦
寺
の
も
と
で
年
貢
の
収
納
や
日
吉

山
王
祭
の
警
固
役
を
担
う
な
ど
、
延
暦
寺
や
日
吉
社
の
法
会
・
神
事
で
重
要
な
役

（

）

割
を
担
っ
て
い
た
。

ま
ず
、
本
文
書
の
制
作
時
期
を
考
え
て
み
た
い
。

大
津
市
歴
史
博
物
館
蔵
文
書
目
録
「
山
門
公
人
文
書
（
旧
景
山
家
史
料
）」
に

よ
れ
ば
、
景
山
常
陸
の
初
出
は
、
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
で
、
最
後
が
寛
政
十

年
（
一
七
九
八
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
常
陸
の
活
動
時
期
も
、
こ
れ

に
相
当
し
、
本
文
書
の
制
作
時
期
も
そ
の
前
後
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

文
書
を
作
成
し
た
河
村
由
右
衛
門
友
信
の
来
歴
は
未
詳
で
あ
る
が
、
片
山
九
郎

（

）

右
衛
門
と
河
村
姓
の
狂
言
役
者
が
日
吉
神
事
能
で
共
演
し
た
記
録
も
あ
る
。

次
に
「
引
合
片
山
九
郎
右
衛
門
」
と
あ
る
片
山
九
郎
右
衛
門
は
、
京
都
在
住
の

観
世
流
の
重
鎮
で
あ
り
、
日
吉
神
事
能
に
は
前
述
の
よ
う
に
宝
暦
十
三
年
（
一
七

六
三
）
か
ら
参
勤
し
、
継
続
的
に
日
吉
神
事
能
を
勤
め
、
そ
の
伝
統
は
今
日
に
引

き
継
が
れ
て
い
る
。
片
山
九
郎
右
衛
門
は
当
代
ま
で
十
代
を
数
え
、
野
々
村
戒
三

氏
に
よ
れ
ば
、
景
山
常
陸
の
活
動
時
期
の
九
郎
右
衛
門
は
、
二
代
豊
慶
（
一
七
一

（

）

六
〜
一
七
九
五
）
の
可
能
性
が
高
い
。

こ
こ
で
、
管
見
の
限
り
で
あ
る
が
、
日
吉
神
事
能
へ
の
片
山
家
の
参
勤
に
つ
い

（

）

て
ま
と
め
て
み
た
い
。
日
吉
社
社
家
生
源
寺
家
文
書
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
宝
暦
十

三
年
に
片
山
九
郎
右
衛
門
が
参
勤
し
て
か
ら
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
ま
で
の

一
〇
八
年
間
で
、
日
吉
神
事
能
の
記
録
を
確
認
で
き
た
の
が
四
十
一
年
分
で
あ

る
。
そ
の
う
ち
触
穢
に
よ
り
神
事
能
そ
の
も
の
が
催
さ
れ
な
か
っ
た
年
が
二
回
あ

る
た
め
、
実
際
に
は
三
十
九
回
中
、
片
山
家
が
神
事
能
に
関
わ
っ
て
い
る
の
が
三

十
一
回
で
、
ほ
ぼ
八
割
の
参
勤
率
と
な
る
。
記
録
が
確
認
で
き
な
い
年
も
含
め
れ

ば
、
片
山
家
の
参
勤
は
さ
ら
に
増
え
る
の
は
確
実
で
、
日
吉
神
事
能
を
担
っ
て
い

た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
の
三
十
一
回
の
内
で
、
片
山
九
郎
右
衛
門
が

翁
を
勤
め
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
の
は
十
回
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
集
計
は
、
日

吉
社
社
家
生
源
寺
家
文
書
か
ら
の
み
の
抽
出
で
あ
り
、
寺
方
の
記
録
を
含
め
れ

ば
、
さ
ら
に
増
加
す
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

片
山
九
郎
右
衛
門
に
頭
書
さ
れ
た
「
引
合
」
で
あ
る
が
、
①
「
取
り
持
っ
て
会

わ
せ
る
。
手
引
き
し
て
会
わ
せ
る
。」
と
、
②
「
ひ
き
く
ら
べ
る
。
対
照
す
る
。」

（

）

の
意
味
が
あ
る
と
さ
れ
、
本
文
で
は
、「
対
照
す
る
」
の
意
味
で
使
用
し
て
い
る

と
考
え
る
の
が
適
当
で
あ
る
。

近
世
日
吉
神
事
能
の
復
元
的
研
究
（
池
田

晶
）
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従
っ
て
、
こ
の
翁
詞
章
は
、
片
山
家
に
伝
来
し
た
翁
詞
章
を
「
引
合
」、
つ
ま

り
対
照
し
た
翁
詞
章
で
、
本
書
の
表
題
に
「
観
世
改
正
」
と
あ
る
の
も
、
片
山
家

の
京
都
に
お
け
る
立
場
を
考
え
れ
ば
当
然
の
こ
と
と
い
え
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、『
観
世
改
正
神
哥

仝
』
に
記
さ
れ
た
翁
詞
章
は
、
河
村

由
右
衛
門
が
、
片
山
家
に
伝
来
し
た
翁
詞
章
と
対
照
し
た
上
で
、
景
山
常
陸
に
伝

え
た
も
の
で
、
片
山
九
郎
右
衛
門
が
日
吉
の
翁
を
勤
め
た
際
に
謡
っ
た
翁
の
詞
章

と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
述
の
よ
う
に
日
吉
神
事
能
へ
の
片
山
九
郎
右
衛
門
の
参
勤
率
の
高
さ
か
ら
す

れ
ば
、
近
世
に
お
け
る
日
吉
の
翁
を
代
表
す
る
翁
詞
章
で
あ
っ
た
。

三

景
山
家
旧
蔵
文
書
『
観
世
改
正
神
哥

仝
』
の
翁
詞
章
の
来
歴

前
章
で
紹
介
し
た
『
観
世
改
正
神
哥

仝
』
の
翁
詞
章
と
、
他
の
観
世
流
の
翁

詞
章
と
の
比
較
を
通
し
て
、
そ
の
翁
詞
章
の
来
歴
を
検
討
し
て
み
た
い
。
な
お
、

史
料
一
か
ら
史
料
四
は
、《
日
吉
の
翁
並
び
に
観
世
流
翁
詞
章
の
比
較
一
覧
》
に

全
文
を
掲
載
し
て
い
る
。

史
料
一
、
景
山
家
旧
蔵
文
書
『
観
世
改
正
神
哥

仝
』（
大
津
市
歴
史
博
物
館

蔵
、
史
料
番
号：

E
3-113

）

史
料
二
、『
式
三
番
』
宝
暦
五
年
（
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
蔵
、
請
求
記

号：

貴
重
書
庫
Ｆ
和773

Sh
34

）

史
料
三
、『
改
正
謡
曲
九
祝
舞
』
明
和
二
年
（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
、
請
求
記

号：
209-655

）

史
料
四
、
現
行
の
日
吉
神
事
能
の
翁
詞
章
（
平
成
三
十
一
年
一
月
一
日
筆
者
の

現
地
調
査
）

史
料
一
が
発
給
さ
れ
た
の
は
、
前
述
の
よ
う
に
安
永
九
年
〜
寛
政
十
年
の
間
で

（

）

あ
る
。
史
料
二
の
謡
本
末
尾
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

此
本
者
観
世
左
近
太
夫
以
章
句
写
之
并
加
當
流
秘
密
悉
令
改
正
者
也
、
于
時

宝
暦
五
乙
亥
仲
春
吉
辰
二
條
通
御
幸
町
西
ヘ
入
ル
町

山
本
長
兵
衛
新
刊
（
花
押
）

こ
の
こ
と
か
ら
、
史
料
二
は
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）、
観
世
大
夫
が
使
用
す

る
観
世
流
の
翁
詞
章
と
し
て
京
都
で
版
行
さ
れ
た
謡
本
で
あ
り
、
京
都
の
観
世
流

の
重
鎮
で
あ
っ
た
片
山
家
も
承
知
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

史
料
三
は
、
観
世
大
夫
元
章
（
一
七
二
二
〜
一
七
七
四
）
に
よ
っ
て
明
和
年
間

（
一
七
六
四
〜
一
七
七
二
）
に
謡
曲
の
改
正
が
行
わ
れ
る
が
、
こ
の
謡
本
は
こ
の

一
環
で
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
に
改
正
さ
れ
た
「
九
祝
舞
」、
す
な
わ
ち
「
翁
」

の
詞
章
で
あ
る
。

史
料
一
と
史
料
二
・
三
を
比
較
す
る
と
、
史
料
一
の
冒
頭
が
「
ど
う
�
�
た
ら

り
」
で
始
ま
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
史
料
二
・
三
と
も
に
「
と
う
�
�
た
ら

り
」
で
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
史
料
二
と
三
の
「
と
う
�
�
た
ら
り
」
は

異
な
る
来
歴
を
持
っ
て
い
る
。
史
料
二
は
謡
本
で
、
こ
れ
は
謡
本
の
場
合
、
清
濁

を
明
記
し
な
い
事
例
が
多
く
、
実
際
は
「
ど
う
�
�
た
ら
り
」
と
謡
う
場
合
で

も
、
謡
本
で
は
「
と
う
�
�
た
ら
り
」
と
表
記
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
、
史
料
二

は
、
こ
れ
に
該
当
す
る
謡
本
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
史
料
三
は
、
観
世
元
章
に
よ
る
改
正
を
反
映
し
て
、
当
該
の

部
分
に
「
ス
ム
」
と
付
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
清
音
で
表

記
さ
れ
る
と
と
も
に
、
清
音
で
謡
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
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（

）

表
章
氏
が
論
証
し
て
い
る
よ
う
に
、
観
世
流
に
お
い
て
も
江
戸
中
期
ま
で
は

「
ど
う
�
�
た
ら
り
」
と
謡
っ
て
い
た
。
史
料
二
は
、
謡
本
の
た
め
清
濁
を
明
記

し
な
か
っ
た
の
で
「
と
う
�
�
た
ら
り
」
と
表
記
さ
れ
、
史
料
三
は
観
世
元
章
の

改
正
を
反
映
し
て
、「
と
う
と
う
た
ら
り
」
と
表
記
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
史
料
一
は
何
故
「
ど
う
�
�
た
ら
り
」
と
表
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
、『
観
世
改
正
神
哥

仝
』
が
謡
本
で
は
な
く
、
山
門
公
人
景
山
常
陸
に

彼
ら
が
耳
に
し
て
い
た
翁
詞
章
を
伝
え
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
の
で
、
片
山
九
郎

右
衛
門
が
当
時
日
吉
社
で
謡
っ
て
い
た
日
吉
の
翁
の
発
音
の
通
り
、「
ど
う
�
�

た
ら
り
」
と
謡
っ
て
い
た
部
分
は
そ
の
ま
ま
「
ど
う
�
�
た
ら
り
」
と
筆
録
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、『
観
世
改
正
神
哥

仝
』
は
当
時
の
片
山
九
郎

右
衛
門
の
日
吉
の
翁
の
音
も
保
存
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
現
行
の
日
吉
の
翁
で
は
、
当
該
の
部
分
は
「
と
う
�
�
た
ら
り
」
と
清

音
で
発
音
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
観
世
流
を
中
心
に
清
音
で
発
音
す
る
よ
う
に

な
る
潮
流
に
準
拠
し
た
も
の
で
あ
る
。

次
に
「
渚
の
砂
…
、
瀧
の
水
…
」
の
部
分
の
詞
章
の
配
列
が
史
料
一
と
史
料
二

で
は
逆
に
な
っ
て
い
る
。
史
料
一
で
は
「
渚
の
砂
…
、
瀧
の
水
…
」
と
あ
る
部
分

が
、
史
料
二
で
は
「
瀧
乃
水
…
、
な
ぎ
さ
の
砂
…
」
と
な
っ
て
い
る
。
史
料
二
は

天
野
文
雄
氏
に
よ
っ
て
近
世
に
お
い
て
興
福
寺
・
春
日
社
で
翁
舞
の
み
を
専
門
的

（

）

に
舞
っ
た
観
世
座
年
預
た
ち
の
翁
詞
章
を
底
本
に
し
た
翁
詞
章
と
さ
れ
て
い
る
。

実
際
に
観
世
座
年
預
は
「
瀧
の
水
…
、
渚
の
砂
…
」
の
配
列
の
翁
詞
章
を
残
し
て

い
る
。
観
世
座
年
預
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
翁
舞
専
用
の
能
役
者
と
し
て
特
化
し

た
活
動
を
し
て
お
り
、
江
戸
の
観
世
座
と
は
異
な
っ
た
詞
章
を
持
ち
つ
づ
け
た
の

で
あ
る
。
京
都
に
お
け
る
片
山
家
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、「
渚
の
砂
…
、
瀧
の
水

…
」
部
分
も
観
世
座
年
預
の
詞
章
で
は
な
く
、
江
戸
の
観
世
座
と
同
じ
史
料
三
の

字
句
順
の
詞
章
と
な
る
の
は
当
然
の
こ
と
と
い
え
よ
う
。

「
鳴
る
ハ
滝
の
水
…
」
以
降
の
千
歳
の
詞
章
で
あ
る
が
、
史
料
四
に
は
、「
鳴
る

ハ
滝
の
水
…
」
か
ら
「
君
が
千
歳
…
」
ま
で
が
欠
落
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
史

料
一
に
は
こ
の
千
歳
の
詞
章
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

千
歳
の
詞
章
を
伝
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
当
時
の
日
吉
の
翁
に
千
歳
が
出

演
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
日
吉
の
翁
に
お
け
る
千
歳
の
存
在
の
有
無

を
確
認
し
て
お
こ
う
。
具
体
的
な
史
料
を
あ
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

（

）

『
神
事
能
番
組

毎
年
正
月
』
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
正
月
六
日
演
能

日
吉
弥
右
衛
門

面
箱

鈴
木
右
平
次

翁

千
歳

尾
崎
伊
兵
衛

三
番
三

佐
久
間
仁
兵
衛

（

）

『
日
記
諸
事
記
』
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
正
月
六
日
条

片
山
九
郎
右
衛
門

面
箱

高
岡
他
三
郎

翁

千
歳

池
田
金
蔵

三
番
三

藤
江
喜
太
郎

（

）

『
日
並
記
』
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
正
月
元
旦
条

近
藤
恭
一
郎

面
箱

佐
倉
代
四
郎

翁

三
番
叟

長
谷
九〔
ム
シ
〕

千
歳

横
田
米
次
郎

こ
の
史
料
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
日
吉
の
翁
に
は
、
元
禄
期
か
ら
幕
末
ま
で
面

箱
・
千
歳
・
三
番
叟
が
伴
っ
て
い
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
、
現
行
の
日
吉
の
翁
で
は
翁
面
を
着
け
な
い
が
、
前
掲

近
世
日
吉
神
事
能
の
復
元
的
研
究
（
池
田

晶
）

三
一



の
史
料
か
ら
翁
役
者
の
前
に
面
箱
を
運
ぶ
役
で
あ
る
面
箱
の
存
在
が
認
め
ら
れ
、

近
世
に
は
翁
面
も
着
用
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

近
世
の
日
吉
の
翁
は
、
千
歳
・
三
番
叟
・
面
箱
を
伴
い
、
翁
面
を
着
用
し
た
本

格
的
な
翁
で
あ
っ
た
。

で
は
、
現
行
の
よ
う
な
日
吉
の
翁
と
な
っ
た
の
は
何
時
頃
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

（

）

か
。
幕
末
の
『
日
並
記
』
文
久
四
年
（
一
八
六
四
）・『
日
並
記
』
元
治
二
年
（
一

（

）

八
六
五
）
に
は
日
吉
神
事
能
が
催
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
。『
日
並
記
』
慶
應
四
年
（
明
治
元
年
・
一
八
六
八
）
十
二
月
十
八
日
条
で
は

（

）

「
日
吉
社
頭
ニ
お
ゐ
て
神
能
有
之
趣
伝
聞
候
事
」
と
あ
り
、
同
年
の
正
月
六
日
執

行
の
神
事
能
延
引
に
伴
い
、
こ
の
日
に
日
吉
神
事
能
が
演
能
さ
れ
る
こ
と
を
西
塔

執
行
代
で
あ
る
妙
観
院
亮
惇
が
伝
聞
し
て
い
る
。

こ
の
背
景
に
は
、
慶
應
四
年
三
月
の
神
仏
分
離
令
に
伴
い
、
当
地
で
も
廃
仏
毀

釈
が
行
わ
れ
、
同
年
四
月
、
日
吉
社
社
司
樹
下
茂
国
ら
が
日
吉
社
殿
に
祀
ら
れ
た

（

）

本
地
仏
や
仏
具
、
仏
器
、
経
巻
な
ど
を
焼
き
捨
て
る
と
い
う
事
案
が
発
生
し
た
。

こ
れ
が
示
す
よ
う
に
、
こ
の
時
期
、
日
吉
社
の
祭
祀
を
延
暦
寺
か
ら
自
ら
の
も
と

に
取
り
戻
そ
う
と
い
う
日
吉
社
社
司
ら
の
動
き
が
顕
在
化
し
た
結
果
、
三
執
行
代

と
い
え
ど
も
祭
祀
の
一
環
で
あ
る
日
吉
神
事
能
の
開
催
に
つ
い
て
伝
聞
す
る
こ
と

し
か
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、
祭
祀
の
主
催
者
は
特
定
で
き
な
い
が
、
そ
の
後
も
日
吉
神
事
能
は
執
行

さ
れ
、『
日
並
記
』
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
正
月
六
日
条
に
は
「
御
能
無
異
ニ

（

）

執
行
有
之
候
趣
也
」
と
記
さ
れ
、
こ
の
年
ま
で
は
近
世
以
来
の
神
事
能
が
執
行
さ

れ
た
。

し
か
し
、
片
山
九
郎
右
衛
門
八
代
の
片
山
博
通
氏
（
明
治
四
十
年
〈
一
九
〇

七
〉
生
〜
昭
和
三
十
八
年
〈
一
九
六
三
〉
没
）
は
、
日
吉
の
翁
を
含
め
た
日
吉
神

（

）

事
能
に
つ
い
て
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ひ
と
り
翁
と
い
つ
て
、
面
も
つ
け
ず
、
シ
テ
の
と
こ
ろ
も
地
の
と
こ
ろ
も

（
千
歳
の
と
こ
ろ
は
省
略
）
独
り
で
謡
ひ
な
が
ら
舞
ふ
の
で
あ
る
。
勿
論
囃

子
も
な
い
か
ら
、
舞
ふ
と
い
つ
て
も
、
ほ
ん
の
少
し
で
あ
る
。
私
が
奉
仕
す

る
様
に
な
つ
て
か
ら
、
地
謡
だ
け
は
三
四
人
別
の
人
を
連
れ
て
行
き
、
後
か

ら
謡
は
せ
る
様
に
し
た
。
一
人
で
苦
し
ん
で
謡
ふ
よ
り
、
ず
つ
と
壮
重
さ
を

ま
す
と
思
つ
て
、
か
う
改
良
し
た
。

片
山
博
通
氏
が
日
吉
の
翁
を
引
き
継
い
だ
時
点
で
は
、
近
世
の
日
吉
神
事
能
と

大
き
く
異
な
り
、
翁
一
人
だ
け
が
登
壇
す
る
日
吉
の
翁
の
み
で
、
地
謡
も
伴
っ
て

い
な
か
っ
た
。
そ
の
日
吉
の
翁
を
現
行
の
よ
う
に
改
め
た
の
は
片
山
博
通
氏
で
、

そ
の
時
期
は
昭
和
十
八
年
を
さ
ほ
ど
遡
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
次
の
課
題
と
な
る
の
は
地
謡
も
伴
わ
な
い
一
人
翁
に
な
っ
た
時
期
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
に
日
吉
神
事
能
を
見
学
し
た
中

（

）

村
桃
山
が
当
時
の
宮
司
が
語
っ
た
次
の
言
葉
を
伝
え
て
い
る
。

維
新
二
年
頃
迄
は
、
元
日
に
は
今
日
の
通
り
の
神
事
能
、
六
日
に
は
片
山
家

の
催
で
五
番
能
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
此
の
能
に
就
き
十
石
の
御
扶
持
米
が

あ
り
ま
し
て
、
年
々
催
が
出
来
ま
し
た
。
神
仏
別
々
に
な
っ
た
為
、
ま
る
で

方
針
が
変
り
ま
し
て
、
六
日
の
能
は
打
ち
絶
え
ま
し
た
。

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
頃
ま
で
日
吉
神
事
能
が
近
世
期
と
同
様
に
執
行
さ
れ

て
い
た
こ
と
は
、
前
述
の
明
治
四
年
の
「
御
能
無
異
ニ
執
行
有
之
候
趣
也
」
と
い

う
記
録
で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
元
旦
に
行
わ
れ
た
と
い
う
神
事

能
は
、
近
世
に
も
行
わ
れ
て
い
た
謡
初
の
こ
と
で
、
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
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（

）

に
再
興
さ
れ
た
。

こ
の
宮
司
の
発
言
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
明
治
維
新
の
神
仏
分
離
令
が
契
機
と

な
っ
て
、
日
吉
神
事
能
が
大
き
く
変
容
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
は
間
違
い
な
い
よ

う
で
あ
る
。
前
述
の
慶
應
四
年
の
事
案
が
物
語
る
よ
う
に
、
日
吉
社
の
神
官
は
同

社
の
祭
祀
の
掌
握
を
め
ざ
し
た
が
、
結
果
的
に
は
経
済
的
基
盤
で
あ
る
扶
持
米
十

石
も
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る
た
め
日
吉
社
が
選
択
し
た

の
が
、
片
山
家
の
当
主
が
千
歳
を
伴
わ
ず
に
「
翁
」
の
み
を
奉
納
す
る
形
式
だ
っ

た
。そ

し
て
、
片
山
家
の
当
主
が
一
人
で
「
翁
」
を
奉
納
し
は
じ
め
た
時
期
は
、
明

治
四
年
ま
で
近
世
的
な
日
吉
神
事
能
が
執
行
さ
れ
た
と
い
う
延
暦
寺
三
執
行
代
の

記
録
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
明
治
五
年
以
降
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、『
観
世
改
正
神
哥

仝
』
の
翁
詞
章
を
中
心
に
、
近
世
の
日
吉
神

事
能
の
う
ち
、
特
に
日
吉
の
翁
の
復
元
を
お
こ
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
近
世
の
日
吉
の
翁
は
、
現
行
と
は
異
な
り
、
翁
面
を
着
用
し
、
千

歳
も
伴
う
本
格
的
な
翁
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
そ
し
て
、
現
行
の
日
吉
の

翁
へ
の
変
更
は
明
治
維
新
の
神
仏
分
離
令
発
布
後
の
混
乱
期
を
起
点
と
し
、
最
終

的
に
現
行
の
形
が
成
立
し
た
の
は
、
昭
和
十
八
年
を
さ
ほ
ど
遡
ら
な
い
時
期
で
あ

っ
た
。

詞
章
の
変
化
は
、
単
な
る
芸
態
の
変
化
に
と
ど
ま
ら
ず
そ
の
詞
章
が
存
在
し
た

時
代
の
動
向
も
如
実
に
表
し
て
い
る
。

今
後
は
、
こ
の
復
元
的
研
究
を
発
展
さ
せ
、
延
暦
寺
の
寺
務
方
の
三
執
行
代
・

山
門
公
人
、
日
吉
社
の
社
家
な
ど
の
歴
史
史
料
を
綜
合
し
て
、
彼
ら
が
近
世
に
奉

持
し
て
い
た
社
寺
の
祭
礼
の
存
在
形
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

注（
１
）
『
山
門
堂
社
由
緒
記
第
三
』
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
十
月
（『
天
台
宗
全
書
』

二
四
、
第
一
書
房
、
一
九
七
四
年
）
六
七
│
六
九
頁
。

（
２
）
表
章
・
加
藤
周
一
校
註
『
世
阿
弥

禅
竹
』（『
日
本
思
想
大
系
』
二
四
、
岩
波

書
店
、
一
九
七
四
年
）
三
〇
二
│
三
〇
三
頁
。

（
３
）
叡
山
文
庫
蔵
『
日
吉
神
事
能
組
記
』
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）〜
寛
延
三
年
（
一

七
五
〇
）（
生
源
寺
文
書
日
吉
三
〇
）。

（
４
）
『
日
吉
大
社
大
年
表
』（
日
吉
大
社
、
二
〇
一
八
年
）
一
四
〇
頁
。

（
５
）
橋
本
初
子
「
叡
山
文
庫
の
日
吉
猿
楽
史
料
」（『
藝
能
史
研
究
』
第
一
一
号
、
藝

能
史
研
究
会
、
一
九
六
五
年
）
四
五
│
五
一
頁
。

（
６
）
宮
本
圭
造
「
日
吉
社
神
事
能
と
京
都
の
能
役
者
」（
同
氏
『
上
方
能
楽
史
の
研

究
』、
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）
一
四
四
│
一
六
三
頁
。

（
７
）
注
（
２
）
前
掲
書
。

（
８
）
叡
山
文
庫
蔵
『
山
門
領
五
千
石
高
割
帳
』
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）（
止
観
院
文

書
領
高
九
）。

（
９
）
叡
山
文
庫
蔵
（
別
当
代
文
書
日
日
二
）。

（

）
『
新
大
津
市
史
』
別
巻
（
大
津
市
役
所
、
一
九
六
一
年
）
三
七
五
│
三
八
〇
頁
。

（

）
注
（
６
）
前
掲
書
、
一
四
五
│
一
四
七
頁
。

（

）
注
（
６
）
前
掲
書
、
一
六
一
│
一
六
二
頁
。

（

）
宮
本
圭
造
「
日
吉
大
社
の
大
戸
開
き
」（『
滋
賀
県
の
民
俗
芸
能
』
滋
賀
県
教
育

委
員
会
、
一
九
九
八
年
）
一
〇
八
頁
。

（

）
景
山
家
旧
蔵
文
書
『
観
世
改
正
神
哥

仝
』（
大
津
市
歴
史
博
物
館
蔵
、
史
料
番

号：
E3-113

）。

（

）
山
門
公
人
及
び
景
山
家
に
つ
い
て
は
、
景
山
春
樹
「
近
世
に
お
け
る
比
叡
山
の

公
人
」（
同
氏
『
比
叡
山
寺

そ
の
構
成
と
諸
問
題
』、
同
朋
舎
、
一
九
七
八
年
）

近
世
日
吉
神
事
能
の
復
元
的
研
究
（
池
田

晶
）

三
三



二
二
〇
│
二
三
三
頁
、
高
島
幸
次
「
江
戸
時
代
の
山
門
公
人
衆
│
景
山
家
旧
蔵
文

書
を
中
心
に
│
」（『
国
史
学
研
究
』
第
四
号
、
龍
谷
大
学
国
史
部
会
、
一
九
七
八

年
）
一
│
二
七
頁
、
吉
田
ゆ
り
子
「
山
門
の
公
人
」（『
身
分
的
周
縁
と
近
世
社
会
』

六

寺
社
を
さ
さ
え
る
人
び
と
、
二
〇
〇
七
年
）
八
〇
│
一
一
一
頁
、
大
津
市
歴

史
博
物
館
（
高
橋
大
樹
）「
流
転
す
る
古
文
書
│
蔵
に
収
め
る
こ
と
│
」（『
大
津
市

歴
史
博
物
館
開
館
２５
周
年
記
念
企
画
展
「
大
津
歴
博
の
玉
手
箱
」
解
説
シ
ー
ト
』

№
４
、
二
〇
一
六
年
）
一
│
四
頁
が
あ
る
。

（

）
『
日
次
記
』
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
正
月
六
日
条
（
大
津
市
歴
史
博
物
館
蔵
、

史
料
番
号：

九
）
の
日
吉
神
事
能
の
能
番
組
に
「
文
山
立

河
村
清
九
郎
」
と
あ

る
。
同
年
片
山
九
郎
右
衛
門
は
日
吉
神
事
能
で
『
葵
上
』
を
演
じ
て
い
る
。
片
山

九
郎
右
衛
門
周
辺
に
河
村
姓
の
能
役
者
が
い
て
、
河
村
友
信
と
片
山
九
郎
右
衛
門

家
と
の
関
係
を
考
え
る
う
え
で
も
参
考
と
な
る
。

（

）
野
々
村
戒
三
「
京
都
片
山
家
系
考
」（
同
氏
『
近
畿
能
楽
記
』
大
岡
山
書
店
、
一

九
三
三
年
）
九
〇
│
九
一
頁
。

（

）
日
吉
社
社
家
生
源
寺
家
文
書
（
大
津
市
歴
史
博
物
館
蔵
）
に
伝
来
す
る
明
和
五

年
（
一
七
六
八
）〜
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
ま
で
の
私
用
日
記
群
六
十
二
点
で
確

認
し
た
。

（

）
『
岩
波
古
語
辞
典
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年
）
一
〇
七
四
頁
。

（

）
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
蔵
『
式
三
番
』
宝
暦
五
年
（
請
求
記
号：

貴
重
書

庫
Ｆ
和773

Sh
34

）。

（

）
表
章
「
翁
猿
楽
異
説
」（『
国
語
』
第
六
巻

第
三
・
四
号
合
併
号
、
東
京
教
育

大
学
国
語
国
文
学
会
、
一
九
五
八
年
）
一
六
│
一
九
頁
。

（

）
天
野
文
雄
「
奈
良
豆
比
古
神
社
の
翁
舞
の
詞
章
│
年
預
の
《
翁
》
詞
章
の
系
譜

│
」（
同
氏
『
翁
猿
楽
研
究
』
研
究
叢
書
一
六
二
、
和
泉
書
院
、
一
九
九
五
年
）
一

三
七
│
一
四
五
頁
。

（

）
叡
山
文
庫
蔵
（
双
厳
院
文
書
双
厳
三
九
〇
一
）。

（

）
日
吉
社
社
家
生
源
寺
家
文
書
（
大
津
市
歴
史
博
物
館
蔵
、
史
料
番
号：

三
）。

（

）
叡
山
文
庫
蔵
（
生
源
寺
文
書
日
記
六
〇
四
）。

（

）
叡
山
文
庫
蔵
（
生
源
寺
文
書
日
記
六
一
四
）。

（

）
叡
山
文
庫
蔵
（
生
源
寺
文
書
日
記
六
一
八
）。

（

）
叡
山
文
庫
蔵
（
生
源
寺
文
書
日
記
六
四
二
）。
な
お
、
前
掲
『
日
吉
大
社
大
年

表
』
一
四
〇
頁
に
は
、
神
事
能
延
引
に
つ
い
て
同
様
の
記
載
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（

）
村
上
専
精
他
編
『
明
治
維
新
神
仏
分
離
史
料
』
上
巻
（
東
方
書
院
、
一
九
二
六

年
）
六
七
九
│
七
八
三
頁
。

（

）
叡
山
文
庫
蔵
（
生
源
寺
文
書
日
記
六
四
六
）。

（

）
片
山
博
通
「
日
吉
神
社
の
歳
旦
祭
「
ひ
と
り
翁
」
の
記
」（『
上
方
』
第
一
四
四

号
、
上
方
郷
土
研
究
会
、
一
九
四
三
年
）
二
四
頁
。

（

）
中
村
桃
山
「
日
吉
神
社
神
事
能
の
記
」（『
大
観
世
』
第
二
号
、
能
楽
書
院
内
大

観
世
発
行
所
、
一
九
二
三
年
）
三
五
頁
。

（

）
注
（
４
）
前
掲
書
。

〔
付
記
〕

史
料
の
調
査
等
で
、
叡
山
文
庫
、
大
津
市
歴
史
博
物
館
の
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。

記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。

（
い
け
だ

し
ょ
う

佛
教
大
学
総
合
研
究
所
特
別
研
究
員
）

佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要

第
二
十
七
号

三
四



《
日
吉
の
翁
並
び
に
観
世
流
翁
詞
章
の
比
較
一
覧
》

史
料
一

景
山
家
旧
蔵
文
書『
観
世
改
正
神
哥

仝
』

ど
う
�
�
た
ら
り
�
�
ら
た
ら
り
あ
が
り
ら
ゝ
り
ど

う

ち
り
や
た
ら
り
�
�
ら

た
ら
り
あ
が
り
ら
ゝ

り
ど
う

所
千
代
迠
お
ハ
し
ま
せ

我
等
も
千
秋
さ
ふ
ら
ハ
ふ

靏
と
亀
と
の
齢
に
て

幸
心
に
任
せ
た
り

ど
う
�
�
た
ら
り
�
�
ら

ち
り
や
た
ら
り
�
�
ら

た
ら
り
あ
が
り
ら
ら
り
ど
う

鳴
ハ
瀧
乃
水
な
る
ハ
滝
の
水

日
ハ
照
と
も

絶
ず

と
う
た
り
あ
り
う
ど
ふ
�
�
�
�

た
へ
ず
と
う
た

り
常
に
と
う
た
り

君
乃
千
年
を
へ
ん
こ
と
ハ

天
津
乙
女
の
羽
衣
に
鳴

ハ
滝
の
水
日
ハ
照
と
も

絶
ず
と
う
た
り
あ
り
う
ど

う
�
�
�
�

總
角
失
遂
道
弥

尋
計
屋
遂
道
弥

座
司
庭
居
垂
共

参
ら
ふ
れ
ん
げ
り
や
と
ん
ど
う
や

千
早
振
神
の
彦
さ
の
昔
よ
り
久
し
か
れ
と
ぞ
い
わ
い

そ
よ
や
り
ち
や

凡
千
年
の
靏
ハ

万
歳
楽
と
諷
ふ
た
り

又
万
代
の

池
の
亀
は

甲
に
三
玉
を
備
へ

渚
の
砂
さ
く
�
�
と
し
て
朝
の
日
の
色
を
路
ふ
じ
瀧

の
水
冷
れ
い
と
し
て
夜
の
月
あ
さ
や
か
に
う
か
ん
だ

り天
下
泰
平
国
土
安
穏
今
日
乃
御
祈
祷
な
り
在
原
や
な

ぞ
の
翁
ど
も
よ

あ
れ
ハ
な
ぞ
の
翁
ど
も

そ
や
い

づ
く
乃
翁
ど
う
�
�

そ
よ
や

千
穐
万
歳
悦
日
の
舞
な
れ
バ
一
舞
ま
ハ
ふ

萬
年
楽

万
年
楽

萬
歳
楽

ま
ん
ざ
い
ら
く

史
料
二
『
式
三
番
』

と
う
�
�
た
ら
り
�
�
ら
た
ら
り
あ
か
り
ら
ゝ
り
ど

う

ち
り
や
た
ら
り
�
�
ら

た
ら
り
あ
か
り
ら
ゝ

り
ど
う

所
ち
よ
ま
で
お
ハ
し
ま
せ

我
ら
も
せ
ん
し
う
さ
ふ

ら
ハ
う

つ
る
と
か
め
と
の
よ
わ
ひ
に
て

さ
い
わ

い
心
に
満
か
せ
た
り

と
う
�
�
た
ら
り
�
�
ら

ち
り
や
た
ら
り
�
�
ら

た
ら
り
あ
か
り
ら
ゝ
り
ど
う

な
る
ハ
瀧
の
水
な
る
ハ
瀧
の
水

日
ハ
照
共

た
へ

す
と
ふ
た
り
あ
り
う
と
う
�
�
�
�

た
ら
す
と
ふ

た
り
つ
ね
に
と
ふ
た
り

君
の
ち
と
せ
を
へ
ん
こ
と
ハ

あ
ま
つ
お
と
め
乃
羽

衣
に
な
る
ハ
た
き
の
水
日
ハ
て
る
共

た
へ
す
と
ふ

た
り
あ
り
う
と
う
�
�
�
�

あ
げ
ま
き
や
と
ん
ど
う
や

ひ
ろ
ば
か
り
や
と
ん
ど

う
や

ざ
し
て
い
た
れ
共

ま
い
ら
ふ
れ
ん
げ
り
や

と
ん
ど
う
や

ち
ハ
や
ふ
る
か
ミ
の
ひ
こ
さ
の
昔
よ
り
久
し
か
れ
と

ぞ
い
わ
い

そ
よ
や
り
ち
や
と
ん
ど
や

お
よ
そ
千
年
の
つ
る
ハ

ば
ん
ぜ
い
ら
く
と
う
た
ふ

た
り

ま
た
ば
ん
た
い
乃
池
の
か
め
ハ
こ
う
に
さ
ん

き
よ
く
を
い
た
ゞ
い
た
り

瀧
乃
水
れ
い
�
�
と
お
ち
て
よ
る
の
月
あ
さ
や
か
に

う
か
ん
た
り
な
ぎ
さ
の
砂
さ
く
�
�
と
し
て
あ
し
た

の
日
乃
色
を
ろ
う
す

天
下
た
い
へ
い
國
土
あ
ん
お
ん
乃
今
日
の
御
き
た
う

な
り
あ
り
ハ
ら
や
な
じ
よ
の
翁
ど
も

あ
れ
ハ
な
じ

よ
の
翁
共
そ
や
い
づ
く
の
翁
ど
う
�
�

そ
よ
や

千
秋
萬
歳
悦
ひ
の
舞
な
れ
ハ
一
ま
ひ
満
ハ

ふ
ま
む
ざ
い
ら
く

万
ざ
い
ら
く

万
ざ
い
ら
く

�
�

史
料
三
『
改
正
謡
曲
九
祝
舞
』

と
う
と
う
た
ら
り
た
ら
り
ら
た
ら
り
あ
が
り
ら
ゝ
り

と
う

ち
り
や
た
ら
り
た
ら
り
ら

た
ら
り
あ
が
り

ら
ゝ
り
と
う

所
千
代
迄
御
座

我
等
も
千
秋
候

鶴
と
亀
と
の
齢

に
て

幸
心
に
任
せ
た
り

と
う
と
う
た
ら
り
た
ら
り
ら

ち
り
や
た
ら
り
た
ら

り
ら
た
ら
り
あ
が
り
ら
ゝ
り
と
う

鳴
ハ
瀧
の
水
鳴
ハ
瀧
乃
水

日
ハ
照
と
も

絶
ず
㴙

た
り
や
り
う
と
う
と
う
と
う

絶
ず
㴙
た
り
常
に
㴙

た
り

君
が
千
歳
を
経
る
も

天
つ
處
め
の
羽
衣
に
鳴
ハ
瀧

の
水
日
ハ
照
と
も

絶
ず
㴙
た
り
や
り
う
と
う
と
う

と
う

總
角
や
と
ん
ど
や

尋
ば
か
り
や
と
ん
ど
や

や
あ

座
し
て
居
た
れ
ど
も

参
ら
ふ
て
ん
げ
り
や
と
ん
ど

や千
は
や
ぶ
る
神
の
御
種
の
昔
よ
り
久
か
れ
と
ぞ
祝
ひ

そ
め
て
き

そ
よ
や
り
ち
や

凡
千
年
の
鶴
ハ

萬
歳
楽
と
う
た
ふ
た
り

又
萬
代

の
池
乃
亀
ハ
甲
に
三
極
を
そ
な
へ
た
り

渚
乃
砂
さ
く
�
�
と
し
て
朝
の
日
乃
色
に
朗
じ
瀧
の

水
冷
々
と
し
て
夜
の
月
鮮
に
う
か
ん
だ
り

天
下
太
平
国
土
安
穏
今
日
の
御
祈
祷
な
り
在
原
や
何

所
の
翁
ど
も

あ
れ
ハ
何
所
の
翁
ど
も

そ
や
い
づ

く
の
翁
と
う
と
う

そ
よ
や

千
秋
萬
歳
の
祝
乃
舞
な
れ
ば
一
舞
ま
ハ
う

万
歳
楽

萬
歳
楽

ま
ん
歳
楽

萬
歳
ら
く

史
料
四

現
行
の
日
吉
神
事
能
の
翁
詞
章

と
う
�
�
た
ら
り
た
ら
り
ら
た
ら
り
あ
が
り
ら
ゝ
り

と
う

ち
り
や
た
ら
り
た
ら
り
ら

た
ら
り
あ
が
り

ら
ゝ
り
と
う

所
千
代
ま
で
お
は
し
ま
せ

我
等
も
千
秋
さ
む
ら
は

う

鶴
と
亀
と
の
齢
に
て

幸
ひ
心
に
ま
か
せ
た
り

と
う
�
�
た
ら
り
た
ら
り
ら

ち
り
や
た
ら
り
た
ら

り
ら
た
ら
り
あ
が
り
ら
ゝ
り
と
う

總
角
や
と
ん
ど
や

尋
ば
か
り
や
と
ん
ど
や

坐
し

て
居
た
れ
ど
も

参
ら
う
れ
ん
げ
り
や
と
ん
ど
や

ち
は
や
ぶ
る
神
乃
ひ
こ
さ
の
昔
よ
り
久
し
か
れ
と
ぞ

祝
ひ

そ
よ
や
り
ち
や

お
よ
そ
千
年
乃
鶴
ハ

萬
歳
楽
と
謳
う
た
り

ま
た

萬
代
の
池
乃
亀
ハ
甲
に
三
極
を
備
へ
た
り

渚
乃
砂
さ
く
�
�
と
し
て
朝
乃
日
の
色
を
瓏
じ
瀧
の

水
玲
々
と
し
て
夜
乃
月
あ
ざ
や
か
に
浮
か
ん
だ
り

天
下
泰
平
国
土
安
穏
今
日
乃
御
祈
祷
な
り
あ
り
は
ら

や
な
ぞ
の
翁
ど
も

あ
れ
ハ
な
ぞ
の
翁
ど
も

そ
や

い
づ
く
の
翁
と
う
�
�

そ
よ
や

千
秋
萬
歳
の
喜
び
乃
舞
な
れ
ば
一
舞
舞
は

う
萬
歳
楽

萬
歳
楽

萬
歳
楽

萬
歳
楽

近
世
日
吉
神
事
能
の
復
元
的
研
究
（
池
田

晶
）

三
五


